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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】令和3年12月2日(2021.12.2)

【公開番号】特開2019-113829(P2019-113829A)
【公開日】令和1年7月11日(2019.7.11)
【年通号数】公開・登録公報2019-027
【出願番号】特願2018-205424(P2018-205424)
【国際特許分類】
   Ｇ１０Ｌ  21/0272   (2013.01)
   Ｈ０４Ｒ   1/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ１０Ｌ   21/0272   １００Ｂ
   Ｈ０４Ｒ    1/10     １０４Ｚ

【手続補正書】
【提出日】令和3年10月25日(2021.10.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信ユニット（３４）と、
　外耳道入力信号（１６）を提供する外耳道マイクロフォン（１４）と、
　外耳道出力信号（２２）であって、前記通信ユニット（３４）からの第１出力信号（３
７Ｃ）に基づく前記外耳道出力信号（２２）に基づいて音響出力信号（２０）を提供する
レシーバ（１８）と、
　前記外耳道出力信号（２２）を受信、フィルタリングして、補償信号（２８）を提供す
る補償モジュール（２６）と、
　前記外耳道マイクロフォン（１４）と、前記補償モジュール（２６）とに接続されて、
前記外耳道入力信号（１６）及び前記補償信号（１８）に基づいて音声信号（３２）を提
供するミキサー（３０）とを備え、
　前記補償モジュール（２６）は、フィルタコントローラ（６０）と、一次フィルタ（６
２）と、二次フィルタ（６４）とを備えており、前記一次フィルタは静的フィルタであり
、前記一次フィルタの一次フィルタ係数は静的であり、前記二次フィルタ（６４）は適応
フィルタであって、前記二次フィルタ（６４）の二次フィルタ係数は、前記音声信号（３
２）と、前記一次フィルタ（６２）からの一次フィルタ出力信号とに基づいて、前記フィ
ルタコントローラ（６０）により制御され、前記フィルタコントローラは、入力であって
、前記一次フィルタ（６２）に接続され、前記一次フィルタ出力信号を前記フィルタコン
トローラ（６０）への入力として受信する前記入力を有する、聴覚保護システム（２、２
Ａ）。
【請求項２】
　前記一次フィルタ（６２）は、無限インパルス応答（ＩＩＲ）フィルタである、請求項
１に記載の聴覚保護システム（２、２Ａ）。
【請求項３】
　前記二次フィルタ（６４）は、有限インパルス応答（ＦＩＲ）フィルタである、請求項
１又は２に記載の聴覚保護システム（２、２Ａ）。
【請求項４】
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　前記聴覚保護システム（２、２Ａ）は、聴覚保護処理モジュール（３７）及び外部マイ
クロフォン（３７Ａ）を備え、前記聴覚保護処理モジュール（３７）は、前記外部マイク
ロフォン（３７Ａ）に接続されて、前記外部マイクロフォンから外部入力信号（３７Ｂ）
を受信し、前記外部入力信号に基づいて外部出力信号を提供するように構成されており、
前記外耳道出力信号は前記外部出力信号に基づいている、請求項１から３のいずれか一項
に記載の聴覚保護システム（２、２Ａ）。
【請求項５】
　前記一次フィルタ係数により、前記レシーバと、前記外耳道マイクロフォンの電気音響
特性はモデル化される、請求項１から４のいずれか一項に記載の聴覚保護システム（２、
２Ａ）。
【請求項６】
　前記一次フィルタ係数により、密閉された外耳道の音響特性はモデル化される、請求項
１から５のいずれか一項に記載の聴覚保護システム（２、２Ａ）。
【請求項７】
　前記一次フィルタは、１００Ｈｚから５００Ｈｚの範囲の第１周波数帯内に、一定の第
１ゲインを有する、請求項１から６のいずれか一項に記載の聴覚保護システム。
【請求項８】
　前記一次フィルタは、４ｋＨｚから８ｋＨｚの範囲の第２周波数帯内に、最大ゲインを
有する、請求項１から７のいずれか一項に記載の聴覚保護システム（２、２Ａ）。
【請求項９】
　前記一次フィルタは、１ｋＨｚから２ｋＨｚの範囲の第３周波数帯内に、極小ゲインを
有する、請求項１から８のいずれか一項に記載の聴覚保護システム（２、２Ａ）。
【請求項１０】
　前記一次フィルタは、３０Ｈｚから５０Ｈｚの範囲の第４周波数帯内で、線形増加する
ゲインを有する、請求項１から９のいずれか一項に記載の聴覚保護システム（２、２Ａ）
。
【請求項１１】
　前記フィルタコントローラは、自己音声検出器を備え、前記自己音声検出器は、ユーザ
ーの自己音声が存在するか否かを検出し、前記フィルタコントローラは、前記自己音声検
出器が前記ユーザーの自己音声の存在を検出すると、前記二次フィルタ係数の適応を解除
するように構成される、請求項１から１０のいずれか一項に記載の聴覚保護システム（２
、２Ａ）。
【請求項１２】
　前記フィルタコントローラ（６０）は、前記自己音声検出器が前記ユーザーの自己音声
の不在を検出すると、前記二次フィルタ係数の適応を実行するように構成される、請求項
１１に記載の聴覚保護システム（２、２Ａ）。
【請求項１３】
　聴覚保護システムユーザーの音声信号を推定する方法（１００）であって、
　外耳道出力信号であって、通信ユニットからの第１出力信号に基づく前記外耳道出力信
号に基づいて、音響出力信号を提供すること（１０２）と、
　外耳道マイクロフォンにより、外耳道入力信号を取得すること（１０４）と、
　前記外耳道出力信号に基づいて、補償信号を提供すること（１０６）と、
　前記外耳道入力信号及び前記補償信号に基づいて、音声信号を提供すること（１０８）
と、を含み、
　前記補償信号を提供すること（１０６）は、前記外耳道出力信号を一次フィルタ及び二
次フィルタを用いてフィルタリングすること（１１０）を含んでおり、前記一次フィルタ
は静的フィルタであって、前記二次フィルタは適応フィルタであり、
　前記補償信号を提供すること（１０６）は、前記音声信号と、前記一次フィルタからの
一次フィルタ出力信号とに基づいて、前記二次フィルタの二次フィルタ係数を、フィルタ
コントローラを用いて適応することを含み、前記フィルタコントローラは、入力であって
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、前記一次フィルタに接続され、前記一次フィルタ出力信号を前記フィルタコントローラ
への入力として受信する前記入力を有する、方法（１００）。
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